
1　事業の概要

①　成果目標（H27)

②　事業内容

　一般財源

　県　債

　国庫支出金

　その他

 決　　算　　額（B）

 職員数（人）

 概算人件費 （Ｃ）

２　今後の事業の方向性

前年度繰越

20,111

0 0 0

□ 事業を実施しない □ 事業を見直して実施 ■ 事業を現行どおり実施
今後、事業
をどのよう
にしていき
たいか

○平成28年度については事業要望がなかったが、平成29年度以降の特用林産物生産に係る事業要望があった場合は、内容を精査し必
要と認められた場合については、必要な予算を要求していく。

目標に対
する成果
の状況

○平成26年度実績値確定によるH26末実績の変更
○間伐材の利活用量の目標については、平成27年度の事業実施に際し事業計画を精査した結果事業規模が縮小となったため、当初の
目標値を達成できなかった。

 概算事業費（B（A）+C） 0 0 20,939 0

0 828

事
 

業
 
コ
 
ス
 
ト

予
算
額

25年度 26年度

Aの
財源

0 20,111

概　算
人件費

0.10

0

20,111

0

0

0 20,111 0

合計（A) 0 0
3,320m3

27年度 28年度

当初予算 0

補正予算

区　　分（単位：千円）

○特用林産物の生産に必要な生産諸資材の購入に要する資金の補助を行い、切捨間伐材の利活用と特用林産物の生産の安定を図り、
地域の活性化を推進する。

○手入れの遅れている山林の間伐において、伐採木は利用目的がなく切捨られている。このような間伐材を搬出し、様々な用途での需要
を創出して利活用を促進し、自立的な森づくりや林業の活性化につなげる必要がある。

成果目標・
事業内容

（単位：千円）　

項目 実施方法 H27事業実績
H27 H28

（当初） （決算） （当初）

特用林産物活用施設等の整備 補助金
林業者の組織する団体等の特用林産物生産施設等
の導入を支援
導入施設数：1施設、補助率：1/2以内

20,111 20,111 0

0

２　信州の木の利用促進 実施期間 S46 ～

県が関与
する理由

県でなければ実施不可（その他）
【左記の説明、根拠法令等】

森林・林業再生基盤づくり交付金実施要綱

総合５か年
計画

プロジェクト  E-mail ringyo@pref.nagano.lg.jp

施策の総合的展開
１－４　森林を活かす力強い林業・木材産業づくり

目指す姿

現状
（予算編成

時）

県民との協働による実施： 実施は困難

事業番号 10 02 02 事業改善シート （27年度実施事業分）　　□予算要求　　□当初予算案　　□補正予算案　　　■点検

事　業　名 林業経営構造対策事業 担
当
課

部局 林務部

課・室 信州の木活用課

未達成

成果目標の達成状況

項目

間伐材の利活用量

特用林産物活用施設の導入による、間伐材の利活用の推進
1施設、5,500ｍ3

Ｈ27 H28
目標

H26末
（実績） 目標 成果 達成状況

－

合計 20,111 20,111

5,500m3 4,350m3

mailto:ringyo@pref.nagano.lg.jp

